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記ゆれをなくしたデータセットの構築の必要がある。
   
4.6　欠損値を適切に処理する

材料開発の場面に存在するデータでは，図3に示すよう
に可読性の観点から欠損値を「－」（ハイフン）など，人間が
欠損値という意図を込めて何らかの記号で表す場合があ
る。機械学習モデルにフレンドリーなデータセットとする
ためには，まず「－」（ハイフン）などの人間が欠損値という
意図で記載している記号は空欄とする。そこから欠損値を
許容しない機械学習アルゴリズムを使用する場合は3.2 

「データに欠損値がある」に対するケアで取り扱った内容を
検討していくことが望ましい。
   
4.7　同一の変数に数値と文字列を混在させない

機械学習モデルにフレンドリーなデータセットでは，変
数の種類が統一されていることが望ましい。図3の温度欄
では「40」，「25」，「50」，「60」といった数値と「室温」といっ
た文字列が混在してしまっているため，これを数値もしく
は文字列に統一することが望ましい。

図4はここまでのポイントを踏まえて，図3のデータ
セットを機械学習が判読可能な形式に整形した例を示して
いる。ぜひお手元の材料開発のデータを機械学習モデル構
築用のデータセットに整形する際の指針としていただきた
い。

 

 
第4回ではMI領域で最もオーソドックスかつ使用頻度

の高いテーブルデータタスクを題材にして，材料開発の場
面に存在するデータの特性とそれに対するケアの考え方，
データを機械学習が判読可能な形式にするためのアプロー
チについて扱った。ここまでの内容で，MIを推進する際
の機械学習モデル構築に資するデータセットの考え方が分
かっていただけたかと思う。次回からはこのようなデータ
セットを手元に準備できたという前提のもとで，機械学習
モデル構築前に目の前のデータへの理解を深める，「EDA

（探索的データ分析）」と，現実の課題を機械学習により解け
るような枠組みに落とし込む作業である「タスク設計」につ
いて扱う予定である。
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ID 原料
A

原料
B ・・・ 原料

W
条件
A ・・・ 装置

種類 ・・・ 温度 特性

1 70 20 ・・・ 10 10 ・・・ A ・・・ 40 68

2 65 20 ・・・ 10 ・・・ A ・・・ 25 80

3 75 10 ・・・ 10 ・・・ B ・・・ 25 77

4 73 13 ・・・ 10 ・・・ A ・・・ 50 75

5 67 20 ・・・ 5 ・・・ A ・・・ 60 50
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まずは大学のある青森県八戸市を紹介いたします。八戸
市は本州最北県である青森県の人口約22万人の都市で，
交通的には，新幹線，高速道路で南方から来ますと，ほぼ
その入り口に当たるところに位置しています。海に面した
工業地帯を有し，漁業や水産加工業も盛んで，農産物では
ニンニク，長芋の有数の生産地です。気候は冷涼で真夏の
暑い期間は比較的短く，雪も多くはありません。日本で最
も空が遠い（つまり標高が低い）場所といわれる八戸キャニ
オン，ウミネコの繁殖地である蕪島をご存じの方もいるか
もしれません。
キャンパスは新幹線の八戸駅から車で25分程度の，中
心街から少し離れた場所にあります。工学部と感性デザイ
ン学部の2学部体制で，工学部は工学科の中に5コースが
設置されています。私が所属する生命環境科学コースは，
生命，環境化学，化学工学，食品の分野を含む融合的カリ
キュラムとなっており，所定の科目を修めることで食品衛
生管理者の資格を得ることも可能です。しかし，企業など
外部からは，このカリキュラムでは化学工学に関する教育
が不足しているのではないか？との声も聞こえてきます。
数字が嫌いな学生には敬遠されがちな化学工学ですが，や
はり社会からの期待は依然として強いようであり，それを
意識した教育活動をしていこうと思っています。
研究室の学生数は年によって幅がありますが，今年は少
しさみしく2名の学部生と一緒に研究に取り組んでいま
す。来年度はそのうちの1名が大学院に進学するので，研
究活動がより精力的になるものと期待しております。
 

 
小林研究室で近年取り組んでいる研究テーマは，マイク
ロ波加熱プロセスに関するものです。マイクロ波加熱は通
常加熱に比べ，より迅速で均一な加熱が可能であるなどの
利点がありますが，被加熱対象のサイズが一定以上の場合
にはやはり温度分布が生じます。温度分布が生じれば，反
応系内で流動も生じるなど移動現象を考慮する必要性が生
じます。そこで，反応器のサイズをいくつか変えて，マイ

クロ波出力が見かけの反応速度や転化率に及ぼす影響を，
液相系エステル化反応をモデルとして過去に検討を行いま
した。
最近取り組んでいるテーマは，マイクロ波照射による触

媒下でのCO2のメタネーションで，昔から知られているサ
バティエ反応の熱源としてマイクロ波照射を適用すること
の効果を，静岡大学の福原長寿先生と共同で検証していま
す。本反応は発熱反応であるため，大型化あるいは大流量
化した場合には触媒が熱により劣化してしまう恐れがあり
ます。しかし，CO2は火力発電所や製鉄所にて大量に排出
されますから，本プロセスの大型化や大流量化は解決すべ
き重要な課題となります。そこで，粒状触媒だけでなく，
より物質移動・熱移動に優れた構造体触媒を用いた検討も
進めています。構造体触媒は，その形状特性からマイクロ
波照射に対しても粒状触媒より有利な可能性があり，マイ
クロ波照射とのシナジー効果が期待できます。これらに関
する成果は，化学工学会の年会はもちろん，2024年10月
にカナダのトロント市で開催された，日本とカナダのジョ
イントシンポジウム等にても報告しています。
さらに，現在新たにとりかかっているテーマとしてメタ

ンの直接分解による水素製造があります。これも前述した
CO2のメタネーションと同様，マイクロ波照射と構造型触
媒の複合による効果を期待して進めているものです。特
に，最近採掘が可能となったシェールガスはメタンを主成
分としていることから，新たな水素源としての期待もなさ
れるもので，本研究がその一助になればとの思いで取り組
んでいます。
一方ではメタンを作り，他方ではメタンを分解し，と真

逆のことをやっておりますが，言うまでもなく，前者はカー
ボンニュートラルを，後者はクリーンエネルギー製造を最
終目的としているものです。
諸氏のご助言，ご指摘を頂きながら研究そして教育活動

に取り組んでまいりたいと思います。
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